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去
る
7
月
10
日
（
日
曜
日)

、

東
京
・
日
本
武
道
館
に
て
第

54
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
今
年
は
個
人
戦
（
組
手
・

形
）
男
女
の
四
種
目
の
み
が

行
わ
れ
た
。
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。
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

報

特

会

大
男
子
組
手

１
３
３
名
が
参
加
し
た
男
子

組
手
。

Ａ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
昨

年
の
覇
者
・
根
本
敬
介
と
今
年

入
所
し
た
飯
村
吏
毅
哉
（
茨
城
）

が
対
戦
。

し
か
し
、
根
本
は
一
ヶ
月
前

の
稽
古
中
に
負
っ
た
左
拳
の
傷

が
癒
え
て
お
ら
ず
、
飯
村
に
右

中
段
回
し
蹴
り
、
上
段
突
き
を

極
め
ら
れ
敗
退
。

Ｂ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
栗
原
一
晃
（
指
定
）

と
前
大
会
３
位
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
セ
ル
ト
ン

（
指
定
）
が
対
戦
。
両
者
譲
ら
ず
の
試
合
は
、
再

試
合
へ
と
も
つ
れ
込
む
が
、
最
後
は
栗
原
が
中
段

突
き
で
技
有
り
を
奪
い
、
準
決
勝
へ
。

Ｃ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
昨
年
３
位
、
一
昨
年

は
２
位
の
粂
田
力
（
指
定
）
が
糸
川
秀
幸
（
茨
城
）

に
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
て
、
勝
利
。

Ｄ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
49
、
51
回
大
会
で
優

勝
し
た
志
水
亮
介
（
指
定
）
が
、
成
澤
正
和
（
山

形
）
に
得
意
の
前
拳
を
極
め
て
、
今
年
も
準
決
勝

へ
と
進
ん
だ
。

第
54
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

第
54
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手
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選
手
権
大
会
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７
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栗
原
一
晃
が
組
手
で
初
優
勝

二度目の準優勝となった粂田。試合後、捲土重来を誓い、会場を去った。

決勝戦、栗原一晃（指定）が粂田力（指定）に勝ち、二度目の総合優勝。

『 心 を 満 た す 旅 』 創 り  

＜観光庁長官登録旅行業第67号／IATA公認代理店／JR各社指定業者＞ 

〒100ー0006　東京都千代田区有楽町2ー2ー1　ラクチョウビル5Ｆ 

TEL :（03）3572-1461  FAX :（03）3573-7733
ホームページ：http://www.travelnippon.co.jp
担当：三浦　e-mail：h.miura@travelnippon.co.jp

株式 
会社 トラベル日本 



― 3 ―

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

栗
原
と
飯
村
と
の
準
決
勝
第
一
試
合
は
、
再
試

合
へ
。

開
始
直
後
、
飯
村
の
回
し
蹴
り
が
栗
原
の
中
段

に
極
ま
る
が
、
栗
原
は
「
も
つ
れ
込
ん
で
か
ら
の

上
段
突
き
に
は
反
応
で
き
な
い
は
ず
」
と
考
え
、

接
近
し
て
か
ら
の
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
て
、

逆
転
勝
利
。

準
決
勝
第
二
試
合
は
、
粂
田
と
志
水
（
昨
年
の

準
決
勝
の
組
み
合
わ
せ
）。
今
年
は
粂
田
が
上
段

突
き
を
連
続
で
極
め
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

決
勝
（
三
本
勝
負
・
５
分
間
）
は
栗
原
と
粂
田
。

試
合
は
積
極
的
に
前
に
出
る
粂
田
に
栗
原
が
カ

ウ
ン
タ
ー
の
上
段
突
き
を
極
め
る
。

さ
ら
に
刻
み
突
き
で
一
本
を
奪
い
、
王
手
。

し
か
し
、
粂
田
も
反
撃
開
始
。
引
き
込
み
な
が

ら
の
上
段
突
き
、
中
段
回
し
蹴
り
を
極
め
て
、
一

本
。
さ
ら
に
栗
原
曰
く
「
反
応
し
に
く
い
」
と
い

う
上
段
突
き
を
極
め
、
あ
と
技
有
り
一
つ
で
ど
ち

ら
も
優
勝
と
い
う
状
況
に
。

最
後
は
「
無
意
識
に
出
た
」
と
い
う
栗
原
の
上

段
逆
突
き
が
粂
田
に
極
ま
り
、
勝
負
あ
り
。

組
手
初
優
勝
と
同
時
に
26
年
ぶ
り
と
な
る
完
全

総
合
優
勝
（
形
・
組
手
制
覇
）
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
。

右
／
準
決
勝
第
一
試
合
、
飯
村
の
上
段
突
き
が
栗
原
を
強
襲
。

準々決勝第二試合、今年もリチャード・ヘセルトン（指定）
が健闘。

準々決勝第三試合は、糸川秀幸（三重）が粂田の上段突きの
前に敗退。

右
／
準
々
決
勝
第
四
試
合
は
、
志
水
が
成
澤

正
和
（
山
形
）
の
顔
面
へ
突
き
を
二
回
極
め

て
勝
利
。

準
決
勝
第
二
試
合
「
脚
の
怪
我
の
た
め
刻
み
一
本
に
絞
れ
な
か
っ
た
」

と
い
う
志
水
亮
介
（
指
定
）
が
粂
田
に
敗
れ
る
。

左
／
準
々
決
勝
第
一
試
合
は
、
前
大
会
王

者
・
根
本
敬
介
（
指
定
）
を
研
修
生
・
飯

村
が
下
す
。

内閣総理大臣杯 第54回全国空手道選手権大会
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大
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情
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56
名
が
参
加
し
た
女
子
組
手
。

昨
年
同
様
、
元
気
が
よ
い
の
は
大

正
大
勢
。「
今
日
は
逆
突
き
が
キ
レ

て
い
る
」
と
い
う
高
谷
郁
子
（
直
轄

団
体
）
が
奥
家
沙
都
美
（
指
定
）
に

２
│
１
で
勝
利
。
高
谷
は
Ｃ
コ
ー
ト

準
々
決
勝
で
も
建
部
紗
希
（
近
畿
地

区
）
に
上
段
突
き
を
二
回
極
め
て
、

準
決
勝
へ
の
切
符
を
つ
か
ん
だ
。

Ａ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
高
谷
と

同
じ
く
大
正
大
、
前
大
会
王
者
の
田

邉
梨
加
子
（
直
轄
団
体
）
が
、
飯
島

希
（
茨
城
）
に
上
段
突
き
を
連
続
で

極
め
、
準
決
勝
へ
。

Ｂ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
大
正
大

出
身
の
高
橋
優
子
（
指
定
）
が
現
役

生
の
東
世
菜
（
直
轄
団
体
）
に
上
段
突
き
を
二
回

極
め
て
勝
利
。

Ｄ
コ
ー
ト
準
々
決
勝
は
、
拓
大
出
身
で
昨
年
２

位
の
研
修
生
・
椎
名
舞
（
指
定
）
が
、
塚
本
め
ぐ

み
（
本
部
推
薦
）
に
逆
転
勝
利
。

準
決
勝
第
一
試
合
は
、
高
橋
と
田
邉
の
大
正
大

Ｏ
Ｂ
・
現
役
対
決
。
田
邉
の
突
き
を
見
切
っ
て
、

上
段
突
き
を
極
め
た
先
輩
の
高
橋
が
１
年
ぶ
り
５

回
目
の
決
勝
へ
。

第
二
試
合
は
、
椎
名
が
勢
い
の
あ
る
高
谷
の
攻

撃
を
凌
ぎ
、
中
段
突
き
を
極
め
て
、
二
年
連
続
で

決
勝
の
舞
台
へ
。

昨
年
の
準
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
決

勝
戦
は
再
試
合
へ
と
突
入
。
椎
名
が
上
段
突
き
を

極
め
て
先
制
す
る
が
、
高
橋
も
す
ぐ
さ
ま
上
段
突

き
で
技
有
り
を
奪
い
返
す
緊
迫
し
た
展
開
。
最
後

は
両
者
の
突
き
が
交
差
。
判
定
が
割
れ
る
が
、
審

議
の
結
果
、
椎
名
の
上
段
突
き
が
技
有
り
と
な
り
、

初
優
勝
と
な
っ
た
。

女
子
組
手

研
修
生
・
椎
名
舞
が
頂
点
へ「去年よりは冷静な気持ちで臨むことができた」という椎名舞（指定）が初優勝。

前大会の覇者・田邉梨加子（直轄団体）は準決勝で高橋と対戦。3位入賞。

上
／
「
指
導
に
費
や
す
時
間
が
多
い
の
で
、

自
分
の
稽
古
が
足
り
な
か
っ
た
」
と
い
う

高
橋
優
子
（
指
定
・
写
真
左
）
が
準
優
勝
。

右
／
準
々
決
勝
で
大
正
大
Ｏ
Ｂ
の
高
橋
に
上
段
突
き
を
放
つ
東

世
菜
（
直
轄
団
体
）。

右
／
椎
名
と
塚
本
め
ぐ
み
（
本
部
推
薦
）
の
準
々
決
勝
。

今後の活躍が期待される高谷郁子（直轄団体）は準決勝で椎名と対戦。
3位入賞。
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
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優
勝
候
補
は
、
三
連
覇
を
狙
う
昨
年
の
覇
者
・

栗
原
一
晃
（
本
部
推
薦
）。

上
位
８
名
で
争
わ
れ
る
順
位
決
定
戦
で
は
、
一

番
始
め
に
登
場
し
た
丸
岡
直
人
が
壮
鎮
で
42
・

２
。５

番
目
に
登
場
し
た
吉
田
直
之
（
本
部
推
薦
）

が
五
十
四
歩
大
で
42
・
１
と
高
得
点
を
出
す
が
、

６
番
目
に
栗
原
が
壮
鎮
を
演
武
。

丸
岡
、
吉
田
を
大
き
く
上
回
る
43
・
１
を
出
し
、

３
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
。

男
子
形

栗
原
一
晃
3
連
覇
（
5
回
目
）

上
／
昨
年
２
位
の
丸
岡
直
人
（
神
奈
川
）。
壮
鎮
で
42
・
２
を
出
し
、

今
年
も
２
位
。

左
／
４
位
の
斉
藤
祐

樹
（
指
定
）
。
雲
手

で
42
・
０
。

上
／
栗
原
一
晃
（
指
定
）
が
壮
鎮
で
43
・

１
。
二
回
目
と
な
る
総
合
優
勝
。

右
／
８
位
の
徳
野
真
規
（
指
定
）。
壮
鎮
で
41
・
１
。

右
／
７
位
の
猪
越
悠
介
（
本
部
推
薦
）。
五
十
四
歩
大
で
41
・
２
。

右
／
３
位
の
吉
田
直
之
（
本
部
推
薦
）。
五
十
四
歩
大
で
42
・
１
。

右
／
６
位
の
山
本
隼
人
（
東
京
）。
雲
手
で
41
・
３
。

内閣総理大臣杯 第54回全国空手道選手権大会

右
／
５
位
・
上
田
大
介
（
山
口
）。
壮
鎮
で
41
・
７
。
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情
　
報

本
命
は
、
２
年
連
続
４
回
目
の
優
勝
を
狙
う
大
島

望
（
指
定
）。

「
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
下
半
身
を
強
化
し
て
臨

ん
だ
」
と
い
う
大
島
は
、
順
位
決
定
戦
で
２
番
目
に

岩
鶴
を
演
武
し
、
43
・
１
を
出
す
。

そ
の
後
、
５
番
目
に
演
武
し
た
昨
年
２
位
の
深
作

世
里
乃
（
指
定
）
が
五
十
四
歩
小
で
41
・
７
。

６
番
目
に
演
武
し
た
昨
年
３
位
の
中
町
美
希
（
指

定
）
が
五
十
四
歩
小
で
42
・
０
と
伸
び
悩
み
、
大
島

が
優
勝
を
決
め
た
。

試
合
後
「
岩
鶴
は
入
り
の
部
分
さ
え
良
け
れ
ば
、

後
は
上
手
く
い
く
の
で
、入
り
に
気
を
つ
け
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

女
子
形

大
島
望
が
連
覇
（
4
回
目
）

右
／
亡
き
父
の
写
真
を
試
合
前
後
に
握
り
締
め
て
い
た
大
島
望
（
指
定
）
が
岩
鶴
（
43
・
１
）
で
連
覇
（
４
回
目
）。

左／昨年準優勝
の深作世里乃
（指定）が五十
四歩小（41.7→
42.1）で3位。

右
／
昨
年
３
位
の
中
町
美
希
（
指
定
）
が
五
十
四
歩
小
（
42
・
０
）
で
準
優
勝
。

右
／
６
位
の
矢
口
友
香
梨
（
茨
城
）。
五
十
四
歩
小
で
41
・
４
。

右
／
４
位
の
高
木
綾
乃
（
新
潟
）。
五
十
四
歩
小
で
41
・
７
（→

41
・
７
）。

右
／
６
位
の
堀
内
麻
子
。
五
十
四
歩
小
で
41
・
４
。

右
／
６
位
の
柴
崎
暢
子
（
埼
玉
）。
壮
鎮
で
41
・
４
。

右
／
４
位
の
上
杉
ユ
ミ
（
埼
玉
）。
雲
手
で
41
・
７
（→

41
・
７
）。

内閣総理大臣杯 第54回全国空手道選手権大会
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

好
き
な
の
は
組
手
な
ん
で
す
が
、
形

の
方
が
圧
倒
的
に
稽
古
が
キ
ツ
イ
で

す
ね
。

孤
独
で
厳
し
い
稽
古
に
耐
え
、
自
分
に
克
た

な
い
と
、
一
人
で
稽
古
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
栗
原
指
導
員
み
た
い
に

な
れ
る
の
で
す
か
？

基
本
を
や
っ
て
い
る
と
嫌
に
な
っ
て
く

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
組
手
、
形
ど
ち

ら
も
基
本
が
大
切
で
す
。

何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、
基
本
（
初
心
）
に

戻
る
。
私
は
そ
れ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
嫌
っ
て
言
う
ほ
ど
、
基
本
を
や

る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

私
の
好
き
な
言
葉
を
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

虚
心
坦
懐
（
き
ょ
し
ん
た
ん
か
い
）
で
す
。

意
味
は
、
心
に
な
ん
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
、

平
静
な
態
度
で
事
に
の
ぞ
む
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
素
直
な
気
持
ち
で
空
手
に
取
り
組

ん
で
下
さ
い
。

総
合
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
の
気
持
ち
を
教
え
て
下
さ
い
。

夢
み
た
い
で
す
。
獲
れ
る
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
正
直
驚
い
て
い
ま
す

（
笑
）。

ど
の
試
合
が
大
変
で
し
た
か
？

組
手
は
負
け
た
ら
ま
ず
い
な
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
楽
な
試
合
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。

形
の
方
は
、
ど
の
試
合
も
会
場
中
の
み
ん
な

が
私
に
注
目
し
て
い
る
と
思
っ
て
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

試
合
前
は
ど
の
く
ら
い
練
習
し
た
ん
で

す
か
？

試
合
前
は
一
週
間
、調
整
に
な
る
の
で
、

普
段
よ
り
も
朝
早
く
総
本
部
に
行
っ
て

稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
試
合
は
朝
か
ら
始
ま
る
の
で
、

そ
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
午
後
は
指
導
が
な
け
れ
ば
、
母
校
の

駒
澤
大
学
へ
行
っ
て
、
学
生
の
組
手
を
見
て
、

目
を
慣
ら
し
た
り
、
形
を
指
導
し
つ
つ
、
調
整

し
て
い
ま
し
た
。

形
と
組
手
ど
っ
ち
が
好
き
な
ん
で
す

か
？



そ
の
後
も
関
学
大

を
５
勝
、
最
終
の
拓

殖
大
戦
で
も
、
６
名

の
指
名
メ
ン
バ
ー
の

一
人
、
副
将
の
井
田

が
２
│

０
で
２
勝
２

敗
と
す
る
と
、
大

将
・
原
田
が
２
│

０

で
勝
ち
、
３
勝
２
敗
。

５
戦
全
勝
で
今
年
も

駒
澤
大
が
優
勝
し

た
。
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平
成
23
年
度
春
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦

男
子
団
体
組
手

６
校
総
当
た
り
で
争
わ
れ
る
男
子
１
部
リ
ー
グ

戦
。前

大
会
の
覇
者
・
駒
澤
大
の
大
石
武
士
師
範
に
話

を
聞
く
と
「
実
戦
で
力
を
発
揮
で
き
る
者
が
未
来
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
る
。
今
回
は
１
〜
２
年
６
名
を
初

め
て
使
っ
て
み
る
つ
も
り
だ
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。

そ
の
駒
澤
大
は
初
戦
で
国
士
舘
大
に
３
勝
２
敗
、

２
試
合
目
の
大
正

大
に
４
勝
１
敗
と

連
勝
。

３
試
合
目
は
、

今
大
会
２
位
に
食

い
込
ん
だ
防
衛
大

と
対
戦
。

大
石
師
範
が
使

う
と
言
っ
て
い
た

６
名
の
メ
ン
バ
ー

の
二
人
、
次
鋒
・

高
塚
啓
介
（
１
年
）

が
２
│

１
、
副

将
・
櫻
井
崇
雄

（
２
年
）
が
１
│
０

と
活
躍
し
、
３
勝

２
敗
で
３
連
勝
。

去
る
10
月
24
日(

日)

、
千
葉
工
業
大
学
・
芝
園
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
23
年

度
春
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、
24
大
学
約
２
５
０
名
が
参
加
し
た
。

女
子
団
体
組
手

女
子
１
部
リ
ー
グ
も
６
校
総
当
た
り
。
本
命
は
、

大
正
大
。

初
戦
の
拓
殖
大
を
２
勝
１
敗
、
二
試
合
目
の
国
士

舘
大
を
２
勝
で
下
す
と
、
三
試
合
目
・
青
学
大
、
四

試
合
目
・
防
衛
大
を
３
勝
で
下
し
て
４
連
勝
。

最
後
は
毎
年
、
優
勝
を
争
う
駒
澤
大
と
対
戦
。

先
鋒
が
敗
れ
て
星
を
先
行
さ
れ
る
が
、
中
堅
の
東

世
菜
が
上
段
突
き
を
極
め
て
、
１
│
０
。
大
将
・
北

村
愛
も
中
段
突
き
を
極
め
て
、
１
│
０
で
勝
利
。

２
勝
１
敗
で
勝
ち
、全
勝
で
四
連
覇
を
達
成
し
た
。

●
日
時
／
２
０
１
１
年
６
月
19
日
（
日
曜
日
）
●
場
所
／
千
葉
工
業
大
学
・
芝
園
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
　
●
主
催
／（
社
）
日
本
空
手
協
会
関
東
学
生
会
　

●
協
力
／（
社
）
日
本
空
手
協
会
・
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合
会

男子団体優勝、女子団体準優勝を成し遂げた駒澤大。試合後、大石師範は「試した6名のうち結果を
残した者がいる」と語った。

昨年に続き、要所を締めた駒澤大・原田（写真左）。

上／優勝した大正大のメンバー。「飯田、新井両監督が不在な
ので一致団結して四連覇を目指しました」（渡辺唯子）

右
／
３
位
の
国
士
舘
大
。

強豪・国士舘大や大正大を下し、台風の目となった防衛大。

右
／
３
位
に
入
っ
た
拓
殖

大
。

左
／
中
堅
と
し
て
登
場
し
た
東

世
菜
（
大
正
大
）
が
勝
利
し
、

流
れ
を
変
え
る
。
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男子2部2位の青山学院大。

◆ 男子団体戦
一部①駒澤大②防衛大③国士舘大④大正大⑤拓殖大

⑥関東学院大

二部①千葉工業大②青山学院大③日本大農獣医学部
④獨協大⑤上智大⑥自治医科大

三部①亜細亜大②日本獣医生命科学大③東京経済大
④国際医療福祉大

※入替／亜細亜大、日本獣医生命科学大が二部へ

◆ 女子団体戦
一部①大正大②駒澤大③拓殖大④青山学院大

⑤国士舘大⑥防衛大

二部①獨協大②亜細亜大③小山工専④首都大学東京

◆ 個人戦
男子①石塚錬（拓大）②丸野雄大（大正大）

③志村啓輔（駒大）④高塚啓輔（駒大）

女子①廣瀬まり（駒大）②伊藤佑季（駒大）
③竹井美都樹（駒大）④田口聡珠（駒大）

大 会 結 果

決
勝
は
亜
細
亜
大
と
獨
協
大
。

獨
協
大
・
先
鋒
の
塗
谷
澪
が
２
│
０
、
中
堅
の
伊

藤
仁
美
も
２
│
０
で
勝
ち
、
優
勝
を
決
め
た
。

男
子
３
部
リ
ー
グ
（
12
校
）
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決

勝
は
、
亜
細
亜
大
が
日
獣
医
大
と
対
戦
。
亜
細
亜
大

の
次
鋒
・
林
遼
平
、

中
堅
・
大
金
勇
太

郎
、
副
将
・
竹
俣

有
基
が
三
連
勝
し
、

優
勝
を
決
め
た
。

入
れ
替
え
戦
で

は
、
自
治
医
科
大

が
棄
権
し
た
た
め
、

２
部
リ
ー
グ
昇
格

を
果
た
し
た
。

男
子
個
人
組
手

75
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
。

決
勝
へ
と
進
ん
だ
の
は
、
丸
野
雄
大
（
大
正
大
）。

準
決
勝
で
は
、
昨
年
の
春
と
秋
の
王
者
で
あ
る
千
葉

工
大
の
兼
松
僚
を
破
っ
た
高
塚
啓
介
（
駒
澤
大
）
と

対
戦
。
１
│
１
か
ら
上
段
蹴
り
で
一
本
を
奪
い
、
決

勝
へ
。

対
戦
相
手
は
、
拓
殖
大
の
石
塚
錬
。「
１
年
と
２

年
生
の
時
に
２
回
も
両
脚
の
靭
帯
を
切
り
、
本
大
会

は
復
帰
戦
」
と
語
る
。

丸
野
と
石
塚
の
決
勝
戦
は
、
上
段
突
き
で
丸
野
が

先
制
。
し
か
し
、
石
塚
が
「
狙
っ
て
い
た
」
と
い
う

中
段
蹴
り
で
星
を
五
分
に
戻
し
、
さ
ら
に
返
し
の
上

段
突
き
を
極
め
、
初
優
勝
。

女
子
個
人
組
手

48
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
女
子
個
人
戦
。

準
決
勝
に
進
出
し
た
の
は
全
て
駒
澤
大
。

竹
井
美
都
樹
×
廣
瀬
ま
り
の
準
決
勝
は
、
廣
瀬
が

上
段
突
き
を
立
て
続
け
に
極
め
て
、
決
勝
へ
。

伊
藤
佑
季
×
田
口
聡
珠
の
試
合
は
、
伊
藤
が
１
│

１
か
ら
上
段
突
き
を
極
め
て
、
決
勝
へ
の
切
符
を
掴

ん
だ
。

手
の
内
を
知
る
者
同
士
の
決
勝
は
、
伊
藤
が
上
段

突
き
で
先
制
。
し
か
し
、
一
本
勝
負
と
い
う
こ
と
で

間
合
い
を
丁
寧
に
測
っ
て
い
た
廣
瀬
が
、
上
段
突
き

で
１
│
１
と
す
る
と
、
最
後
は
「
行
く
し
か
な
い
」

と
い
う
上
段
突
き
を
極
め
、
廣
瀬
が
初
優
勝
。

女子個人組手を制した廣瀬。

上
／
男
子
３
部
で
初
優

勝
の
亜
細
亜
大
。
女
子

は
２
部
で
２
位
。

男子3部2位の日獣医大。

拓殖大の石塚が大正大・丸野を下し、初優勝。
試合後「最後は攻めて取りたかったですね」
と語った。

男
子
2
・
3
部
＆
女
子
2
部

男
子
２
部
リ
ー
グ
戦
（
６
校
総
当
た
り
）
は
、
優
勝

候
補
の
千
工
大
が
初
戦
で
青
学
大
を
４
勝
１
敗
で
下

す
と
、
続
く
農
獣
医
大
戦
も
４
勝
１
敗
で
勝
ち
、
残

り
の
対
戦
校
は
負
け
な
し
で
一
蹴
。
し
か
し
、
入
れ

替
え
戦
で
関
学
大
に
敗
れ
、
１
部
復
帰
は
な
ら
ず
。

３
〜
４
チ
ー
ム
が
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
上
位
二
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
女
子
２
部
リ
ー
グ

戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。

左
／
男
子
２
部
全
勝
優
勝
の
千

葉
工
大
。

女子2部は獨協大が制す。
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松
濤
杯
の
優
勝
と
い
う
目
標
を
成
し
遂
げ
る

た
め
、
具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
実
行
し

ま
し
た
。

例
え
ば
、
指
導
員
稽
古
で
は
、
様
々
な
タ
イ

プ
の
指
導
員
と
練
習
し
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
技
に
対
す
る
攻
略
法
を
練
っ
て
い
き

ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
員
稽
古
（
約
２
時
間
）
の
後
に
、

一
人
稽
古
を
２
時
間
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

時
に
は
自
分
の
会
員
を
使
っ
て
、
相
手
と
自
分

の
位
置
取
り
や
、
間
合
い
と
受
け
を
徹
底
的
に

行
う
な
ど
、
思
い
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
体

が
反
応
す
る
ま
で
追
い
込
み
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
試
合
で
は
相
手
の
動
き
が
手
に

と
る
よ
う
に
分
か
り
、
病
気
か
ら
復
活
し
て
一

年
間
積
み
上
げ
て
き
た
稽
古
の
成
果
を
思
う
存

分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

正
々
堂
々
と
や
ろ
う
と
握
手

―
―
勝
負
に
徹
し
た
組
手
で
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が

り
、
当
時
、
若
手
の
実
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
横

道
正
明
氏
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で

す
が
、
な
ぜ
試
合
前
に
握
手
し
た
の
で
す
か
？

横
道
君
は
「
握
手
は
普
通
、
試
合
が
終
わ
っ

て
か
ら
す
る
も
の
。
闘
争
心
に
水
を
差
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
あ
れ
は
川
和
田
先
輩
の
心
理
作
戦

だ
っ
た
の
で
は
…
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。

も
し
心
理
的
な
策
略
な
ど
考
え
て
い
た
ら
、

こ
の
勝
負
は
負
け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
社
）
日
本
空
手
協
会
設
立
30
周
年
を
記
念
し
、
近
代
空
手
の

父
・
船
越
義
珍
を
偲
ん
で
開
催
さ
れ
た
松
濤
杯
争
奪
世
界
空
手
道

選
手
権
大
会
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
は
今
か
ら
26
年
年
前
、

日
本
武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
松
濤
杯
直
前
企
画
と
し

て
、
形
・
組
手
二
冠
を
達
成
し
た
川
和
田
実
師
範
に
ご
登
場
い
た

だ
い
た
。（
以
後
敬
称
略
）

ま
た
、
私
は
横
道
君
が
良
い
組
手
を
す
る
選

手
だ
と
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ど
ち

ら
が
勝
つ
に
し
ろ
、
清
々
し
い
試
合
を
し
よ
う
。

選
ば
れ
た
二
人
だ
か
ら
、
正
々
堂
々
と
最
高

の
試
合
を
し
よ
う
と
思
い
、
一
生
懸
命
や
り
ま

し
ょ
う
と
手
を
差
し
出
し
た
の
で
す
。

―
―
決
勝
の
模
様
を
教
え
て
下
さ
い
。

私
は
逆
体
に
構
え
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
見
合

っ
た
後
、
横
道
君
は
予
想
通
り
、
真
っ
向
勝
負

を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
突
き
を
後
の
先
で
払
い
、
相
手
が
技
を

出
し
た
瞬
間
を
狙
い
、
前
足
で
前
蹴
り
を
し
て

タ
イ
ミ
ン
グ
を
少
し
ず
ら
し
て
か
ら
、
上
段
逆

突
き
を
極
め
、
技
有
り
を
奪
い
ま
し
た
。

試
合
中
は
無
の
状
態
で
あ
り
、
自
然
と
体
が

動
き
、
持
て
る
力
を
全
て
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
突
き
を
上
げ
受
け
で
受
け
捌
き
、

二
本
目
が
来
る
前
に
左
中
段
逆
突
き
を
極
め
て
、

一
本
を
先
取
し
ま
し
た
。

続
く
二
本
目
は
、
遠
い
間
合
い
か
ら
左
前
蹴

り
が
綺
麗
に
極
ま
っ
て
技
有
り
（
間
合
い
を
詰

め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
蹴
り
ま
し
た
）。

最
後
は
跳
び
込
ん
で
き
た
横
道
君
の
ワ
ン
・

ツ
ー
の
間
を
縫
っ
て
上
段
突
き
を
極
め
て
、
技

有
り
。
合
わ
せ
一
本
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
第

決勝では前蹴りを極めた。「試合の“一勝”
はただの一つの勝ちですが、勝負の“一勝”
が、自分にとって大切であることを身を以
て体験できました」

第
五
回
／
川
和
田
実
・
副
技
術
局
長

の
陣
で
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
33
歳
の
時
で
す
。

―
―
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
甘
さ
と
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

二
十
代
の
頃
は
、
試
合
は
本
戦
が
勝
負
で
あ

っ
て
、
延
長
戦
（
当
時
）
は
試
合
で
な
い
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

勝
つ
に
し
て
も
、
負
け
る
に
し
て
も
、
本
戦

で
勝
負
を
決
め
て
し
ま
い
た
い
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
、
良
い
成
績
を
残
せ
な
か
っ
た
原
因
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
大
会
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
稽
古
を
し
て
き
た

の
で
す
か
？

病
床
で
甘
さ
と
向
き
合
う

―
―
第
一
回
松
濤
杯
争
奪
世
界
空
手
道
選
手
権
大

会
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
臨
ま
れ
た
の
で
す
か
？

実
は
こ
の
大
会
の
２
年
前
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
I
A
K
F
世
界
大
会
に
出
場
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
不
注
意
で
大
病
を
患
っ
て
し
ま
い
、

出
場
を
断
念
し
ま
し
た
。

そ
の
病
床
で
空
手
指
導
員
と
い
う
自
分
の
立

場
や
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
甘
さ
と
向

き
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
団
体
戦
で

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
が
、
協
会
指
導
員
と
な

っ
て
か
ら
は
無
冠
。
若
手
も
台
頭
し
、
初
め
て

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
分
か
り
、
背
水

川和田実・副技術局長。茨城県出身、水城高校、拓殖大学
卒業後、１～２年してから、JKAへ入所。七段。
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１
回
大
会
の
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
個
人
形
で
も
優
勝
し
、
二
冠

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
よ
く
使
っ
た
左
の
前
蹴
り

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

互
い
に
見
合
っ
た
膠
着
状
態
。
そ
う
し
た
時

に
私
が
よ
く
使
っ
て
い
た
の
が
、”ス
イ
ッ
チ
し

て
か
ら
の
中
段
前
蹴
り
“で
す
。

　
動
揺
し
た
相
手
の
一
瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
、

ズ
バ
ッ
と
中
段
左
前
蹴
り
を
極
め
る
の
が
、
私

の
得
意
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
ス
イ
ッ
チ
し
て
も
、
真
正

面
か
ら
蹴
り
を
放
て
ば
、
か
わ
さ
れ
や
す
く
な

る
。

　
私
の
場
合
は
、
左
構
え
か
ら
ス
イ
ッ
チ
し
て

右
構
え
に
変
化
し
た
と
き
に
、
わ
ず
か
に
右
斜

め
前
へ
と
移
動
し
（
写
真
１
〜
２
参
照
）、
相
手

と
の
中
心
線
（
攻
撃
ラ
イ
ン
）
か
ら
、
少
し
体

を
ず
ら
し
た
位
置
か
ら
蹴
っ
て
い
ま
し
た
（
写

真
３
〜
４
参
照
）。

狙
う
場
所
は
、
相
手
の
帯
の
上
周
辺
で
す
。

相
手
の
受
け
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
跳
ね
上

げ
る
位
の
気
持
ち
で
蹴
っ
て
下
さ
い
。

こ
こ
ぞ
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
、
コ

ン
パ
ク
ト
に
抱
え
込
ん
で
、
素
早
く
正
確
に
蹴

り
を
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
繰
り
返
し
練
習
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
蹴
ろ
う
と
い
う
意
識
が
強
す
ぎ
て
、

上
体
を
崩
し
た
り
、
軸
足
が
ぶ
れ
た
り
す
る
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
す
ぐ
に
次
の
攻
撃
に

移
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

極
め
、
残
心
も
素
早
く
を
心
が
け
て
、
基
本

に
正
確
な
蹴
り
を
行
っ
て
下
さ
い
。

―
―
当
時
、
技
術
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？

若
い
頃
は
ど
の
技

も
、
ま
ず
相
手
に
対
し

て
真
っ
直
ぐ
突
い
て
、

真
っ
直
ぐ
蹴
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
空
手
の
技

を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
25
歳
前
後

で
空
手
の
幅
を
広
げ
る

べ
く
、
技
の
理
解
度
を

深
め
、
指
導
力
も
高
め
た
い
と
考
え
た
結
果
、

自
分
と
相
手
の
間
（
互
い
の
横
幅
）
に
あ
る
程

度
の
幅
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
多
彩
な
技
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
…
と
思
い
、
研
究
を
始

め
ま
し
た
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
当
時
使
っ
て
い
た

代
表
的
な
技
は
次
の
３
つ
で
す
。

１
　
裏
拳

裏
拳
を
放
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
は
大
き
く
分
け
る

と
、
三
種
類
で
す
。

①
前
に
出
な
が
ら
（
写
真
５
参
照
）

②
相
手
に
技
を
出
さ
せ
て
、
引
き
込
み
な
が
ら

（
写
真
６
〜
９
参
照
）

③
斜
め
よ
り
捌
き
な
が
ら
（
写
真
10
〜
13
参
照
）

攻
撃
目
標
は
、
眉
間
・
こ
め
か
み
・
頸
（
け

い
）
部
・
横
顎
で
す
。

全
て
の
技
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
間
合

い
の
遠
近
、
位
置
取
り
等
を
考
え
な
け
れ
ば
技

は
成
功
し
ま
せ
ん
。
私
は
遠
い
間
合
い
が
好
き

で
し
た
ね
。

②
は
一
歩
後
ろ
に
下
が
り
（
両
足
同
時
）、
相

手
の
攻
撃
を
受
け
た
後
、
す
ぐ
さ
ま
寄
り
足
を

用
い
て
、
前
に
跳
び
込
ん
で
放
つ
裏
拳
を
よ
く

や
り
ま
し
た
。
誘
い
が
大
切
で
、
相
手
が
技
を

か
け
る
瞬
間
を
見
逃
さ
な
い
で
下
さ
い
。

③
相
手
の
構
え
に
よ
り
、
内
側
・
外
側
の
二

種
類
を
使
い
分
け
ま
し
た
（
写
真
14
〜
15
参
照
）。

1

2

3

4

6

7

8

9

5
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２
　
廻
し
蹴
り

①
前
足
で
上
段
・
中
段
を
狙
う

②
後
ろ
足
で
中
段
を
狙
う
（
写
真
16
〜
18
参
照
）

ど
ち
ら
も
大
切
な
の
は
、
膝
の
か
い
込
み
で

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
抱
え
込
み
、
膝
か
ら
の
下

の
ス
ナ
ッ
プ
を
十
分
に
使
っ
て
蹴
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

私
は
手
の
下
を
狙
っ
て
蹴
っ
て
い
ま
し
た
。

虎
趾
（
こ
し
）
で
蹴
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、

研
究
と
し
て
、
指
先
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
（
私
は
指
が
短
い
た
め
）。

昔
は
ス
イ
ッ
チ
し
て
か
ら
上
段
蹴
り
を
放
つ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

３
　
内
廻
し
蹴
り

①
相
手
に
突
き
等
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
誘
い
、

中
段
及
び
上
段
に
内
廻
し
蹴
り
（
写
真
19
〜
21

参
照
）。

縦
と
横
の
間
合
い
を
考
え
、
技
の
極
ま
り
や

す
い
角
度
・
位
置
取
り
を
考
え
て
使
っ
て
い
ま

し
た
。

狙
う
場
所
は
顎
、
首
、
中
段
で
す
が
、
相
手

の
構
え
に
よ
り
、
内
側
・
外
側
（
後
頭
部
）
を

使
い
分
け
る
こ
と
。

フ
ェ
イ
ン
ト
で
前
手
・
足
を
蹴
っ
て
、
次
の

技
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
内
廻
し
蹴
り
を
使
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
試
合
が
終
わ
っ
た
後
の
感
想
を
教
え
て
下
さ

い
。横

道
君
と
清
々
し
い
試
合
が
で
き
、
自
分
の

空
手
を
存
分
に
表
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
い
性

格
が
甘
さ
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

克
服
し
、
結
果
を
残
せ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
座
右
の
銘
で
あ
る
”捲
土
重
来
※
１
“と

い
う
言
葉
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
日
々
稽
古
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
12
回
目
と
な
る
松
濤
杯
が
８
月
に
タ

イ
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
ば

ら
し
い
と
思
っ
て
も
、
極
め
の
な
い
空
手
は
空

手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
つ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
技
が
速
け
れ
ば
、

足
が
届
い
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
は
駄
目
。

選
手
に
は
基
本
を
崩
さ
ず
、
組
手
に
活
か
し
、

極
め
の
あ
る
協
会
の
空
手
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

現
し
て
も
ら
い
、
武
道
空
手
の
最
高
峰
の
レ
ベ

ル
の
試
合
を
多
く
の
方
に
見
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

※
１
　
杜
牧
「
題
烏
江
亭
」
の
「
巻
土
重
来
未

(

い
ま)

だ
知
る
可
か
ら
ず
」
か
ら
。
物
事
に
一
度

失
敗
し
た
者
が
、
非
常
な
勢
い
で
盛
り
返
す
こ

と
。

10

11

14

15

12

16

17

18

19

20

21

13
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私
が
好
き
な
熊
谷
守
一
の
絵
に
「
山
形
風
景
」
と

い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。
晩
年
に
こ
れ
以
上
単
純
化

も
い
え
な
い
「
厳
粛
」
な
気
持
ち
の
中
で
「
光
」
に

包
ま
れ
そ
の
空
間
に
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

早
川
選
手
の
動
き
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
に
見
え
、

自
然
に
体
が
動
き
、
出
合
い
の
逆
突
き
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
歓
声
で
我
に
返
っ
た
と
き
、
私
が
勝
っ
て

い
た
の
で
す
。

こ
れ
が
初
め
て
の
出
合
い
の
技
で
し
た
（
そ
れ
ま

で
、
私
は
出
合
い
の
技
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
）。
今
も
そ
の
と
き
の
光
景
が
頭
に
残
っ
て

い
ま
す
。

沢
庵
禅
師
が
柳
生
但
馬
守
に
与
え
た
「
不
動
智
神

妙
録
」
の
中
に
、
千
手
観
音
の
具
体
例
を
あ
げ
て
、

無
心
の
境
地
を
述
べ
て
い
ま
す
。

「
千
手
観
音
と
て
、
手
が
千
御
入
り
候
は
ゞ
、
弓
を
取

る
手
に
心
が
止
ら
ば
、
九
百
九
十
九
の
手
は
皆
用
に

立
ち
申
す
間
敷
。
一
所
の
心
を
止
め
ぬ
に
よ
り
、
手

が
皆
用
に
立
つ
な
り
。

観
音
と
て
身
一
つ
に
千
の
手
が
何
し
に
可
有
候
。

不
動
智
が
開
け
候
へ
ば
、
身
に
手
が
千
有
り
て
も
、

皆
用
に
立
つ
と
云
う
事
を
、
人
に
示
さ
ん
が
為
め
に
、

作
り
た
る
容
に
て
侯
」

意
味
／
千
手
観
音
と
て
、
手
が
千
本
お
あ
り
に
な
り

ま
す
が
、
も
し
、
弓
を
持
っ
て
い
る
一
つ
の
手
に
心

が
と
ら
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
残
り
の
九
百
九
十
九
の

手
は
、
ど
れ
も
役
に
た
ち
ま
す
ま
い
。
一
つ
の
所
に

心
を
止
め
な
い
か
ら
こ
そ
、
千
本
の
手
が
皆
、
役
に

立
つ
の
で
す
。

し
よ
う
が
な
い
と
い
う
極
限
ま
で
単
純
化
し
、
き
ち

っ
と
線
で
か
こ
ま
れ
、
誰
も
が
熊
谷
守
一
の
絵
だ
と

わ
か
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
絵
で
す
。

守
一
が
絵
を
描
け
な
く
な
っ
て
か
ら
、
描
き
出
し

始
め
た
絵
で
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
の
如
く
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
お
り
、「
無
心
」
に
表
現
さ
れ
た
絵
で

す
。自

分
の
描
き
方
を
創
出
す
る
こ
と
も
困
難
な
こ
と

で
す
が
、
で
き
上
が
っ
た
描
き
方
を
破
棄
し
、
新
し

い
独
特
な
描
き
方
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
も
っ
と
も

容
易
な
ら
ざ
る
技
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
守
一

は
「
無
心
」
に
徹
す
る
事
で
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。

ま
た
晩
年
の
書
は
、
良
寛
以
上
の
書
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
絵
」
に
も
「
字
」
に
も
全

く
邪
念
が
な
く
、
自
然
そ
の
も
の
の
よ
う
に
素
直
で
、

あ
る
が
ま
ま
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
洗
わ
れ
る

気
が
し
ま
す
。

私
た
ち
も
「
空
手
」
を
通
し
て
「
無
心
の
境
地
」

に
行
き
着
く
事
を
目
標
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
が
全
日
本
空
手
道
連
盟
主
催
の
第
４
回
全
日
本

大
会
で
優
勝
し
た
時
の
こ
と
で
ず
。

決
勝
戦
の
相
手
は
、
早
川
憲
政
選
手
で
し
た
。
最

初
に
私
が
足
払
い
で
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
、
逆
突
き
で

技
あ
り
を
取
ら
れ
、
次
に
私
が
上
段
突
き
で
取
り
返

し
、
引
き
分
け
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
不
恩
議
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
、
何

と
も
言
え
な
い
静
寂
な
世
界
の
中
で
、
そ
れ
と
何
と

森俊博（もり・としひろ）
プロフィール

昭和25年、宮城県亘理町出

身。昭和48年東北学院大学

（経済学部）卒業。第４回

全空連全日本空手道選手権

大会優勝（昭和50年）。第

21回JKA全国大会（昭和53

年）、第23回大会優勝（昭

和55年）。第３回 IAKF世界

空手道選手権優勝（昭和55

年）。師範、総本部理事、

国際理事、政策委員。

第
六
回
　
無
心
一
無
意
識
の
力

守一の「陽のなくなった日」を見るため、岡山県の大原美術館に行くなど、芸術に対して造詣の深い森氏
（前列中央）。

い
か
に
観
音
と
は
い
え
、
ど
う
し
て
一
つ
の
身
体

に
千
本
も
の
手
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、

不
動
智
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
た
と
え

身
体
に
千
本
の
手
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
立
派
に
使

い
こ
な
せ
る
の
だ
と
言
う
事
を
人
々
に
示
す
た
め
に

作
ら
れ
た
姿
な
の
で
す
。

「
不
動
智
」
と
「
無
心
」
は
、
誘
惑
に
乱
さ
れ
な
い
正

し
い
無
意
識
の
力
の
発
揮
し
た
時
で
す
。

「
無
心
」
の
境
地
に
至
る
に
は
、
緊
張
感
と
氣
を
自
分

自
身
に
取
り
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

空
手
の
試
合
で
技
を
出
す
と
き
は
、
い
つ
も
「
無

心
」
に
技
を
出
し
て
い
た
か
ら
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
王
陽
明
（
１
４
７
２
〜
１
５
２
８
）
の
漢

詩
を
一
つ
記
し
ま
し
ょ
う
。

渓
邊
坐
流
水
　
水
流
心
共
閑

不
知
山
月
上
　
松
影
落
衣
斑

意
味
／
谷
川
の
清
流
に
向
か
っ
て
坐
っ
て
い
る
と
、
水

は
靜
に
流
れ
て
、
わ
が
心
と
と
も
に
の
ど
か
で
あ
る
。

い
つ
し
か
日
が
暮
れ
て
、
山
の
端
に
月
が
昇
っ
た

の
も
気
付
か
ず
に
い
た
が
、
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た

松
の
葉
の
影
が
、
わ
が
衣
の
上
に
落
ち
て
、
ま
だ
ら

に
う
つ
っ
て
い
た
（
流
水
に
忘
我
の
境
を
託
し
、
山

月
に
悟
り
の
境
地
を
表
し
た
歌
）。
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（報告／半崎靖雄、中達也、根本敬介）

JKAの中心地 

総本部便り 総本部便り 

JKAの中心地 

総本部便り 
JKAの中心地 

上／第一回目のJKA被災地支援プロジェクトに参加した皆さん。

４
月
14
日
（
木
曜
日
）、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
、
石
巻
市
を
訪
問
、
支
援
活

動
、
及
び
現
地
の
視
察
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

成
瀬
支
部
長
の
加
藤
吉
広
先

生
、
そ
し
て
会
員
や
そ
の
家
族
が

10
名
ほ
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
ま

た
多
く
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
会
員
が
被
災
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
多
く
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
資
金
を
お
預
か
り
い
た
し

ま
し
た
。
４
月
14
日
の
総
本
部
か

ら
の
支
援
は
５
０
０
０
食
の
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
を
用
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
薙
野
英
児

九
州
地
区
本
部
長
と

松
浦
修
士
理
事
が
九

州
か
ら
２
日
間
の
ロ

ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
を
敢

行
、
被
災
地
石
巻
に
支
援
活
動
に
来

ま
し
た
。
九
州
ラ
ー
メ
ン
１
０
０
０

食
の
炊
き
出
し
、
八
女
茶
と
小
城
羊

羹
５
０
０
セ
ッ
ト
を
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
、
総
本
部
で
用
意
し
た
支
援

物
資
を
石
巻
地
区
の
先
生
方
に
お
預

け
す
る
形
を
取
り
、
現
地
の
先
生
方

が
一
番
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
法
で

遣
っ
て
頂
き
た
か
っ
た
為
で
す
。

現
地
の
先
生
方
で
支
援
物
資
の
使
い

方
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
被
災
の

度
合
い
の
強
い
渡
波
地
区
で
配
給
し

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

支
援
物
資
は
30
分
で
配
り
終
え
ま

し
た
。

今
後
も
現
地
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
会
員
の
要

望
に
沿
っ
た
形
で
支
援
活
動
を
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
研
修
生
入
所
式
が

行
わ
れ
た
。

専
任
研
修
生
と
し
て
飯
村
吏
毅
哉
が
入
所
し
、

ま
た
練
習
生
と
し
て
リ
カ
ル
ド
・
フ
ァ
ー
マ
ー
・

ラ
ー
セ
ン
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
が
入
所
し
た
。

入
所
式
で
は
飯
村
研
修
生
、
リ
カ
ル
ド
練
習
生

の
両
名
が
形
を
演
武
し
、
飯
村
研
修
生
に
は
、
植

木
政
明
首
席
師
範
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

ま
た
研
修
生
と
し
て
の
心
得
を
説
か
れ
た
後
、
辞

令
と
名
札
が
手
渡
さ
れ
た
。

飯
村
研
修
生
は
大
正
大
学
空
手
道
部
の
主
将
を

務
め
、
ま
た
大
学
時
代
は
選
手
と
し
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
。

社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
　

研
修
生
入
所
式

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
報
告

右
／
津
波
が
地
形

を
一
変
さ
せ
た
。

形演武する飯村研修生。

研
修
生
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

ま
た
リ
カ
ル
ド
練
習
生
の
、「
目
指
す
は
研
修

生
」
の
挑
戦
が
始
ま
る
。

「東北地方・太平洋沖地震、津波災害義援金」のお願い
3月11日午後に発生した「東北地方・太平洋沖地震」並びに｢大津波｣の被災

者の方々に心よりお見舞い申し上げます。また、この度の被災により亡くな

られた方々にも衷心よりお悔み申し上げ、哀悼の意を表します。

今回の地震、並びに大津波の被災地・被害者の救援のため、社団法人日本空

手協会は「東北地方・太平洋沖地震、津波災害義援金」の口座を設け、義援

金の募金を呼びかけております。

下記口座にお寄せいただきました義援金は、社団法人日本空手協会が責任を

持って全額産経新聞社にお届けします。ご協力の程、何卒よろしくお願い申

し上げます。

併せて、災害対策の最前線においてご尽力されている官庁、消防、病院、警

察、自衛隊の皆様の安全を心より祈念申し上げます。

社団法人日本空手協会 会長 中原伸之

《東北地方・太平洋沖地震、津波災害義援金受付口座》
みずほ銀行　飯田橋支店　普通口座　2432570
口座名　社団法人日本空手協会会長中原伸之

※ご利用金融機関が設定する振込手数料が別途かかります。
※この募金は、指定寄付金として扱われ、寄付金控除の対象となります。

【この件に関するお問合せ先】
社団法人日本空手協会
〒112─0004 東京都文京区後楽 2─23─15
TEL:03─5800─3091／FAX :03─5800─3100  E-mail :senmuriji@jka.or.jp

かなりの高さまで津波が来たことが分かる。 海岸の風景。船も押し流されていた。
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指
導
者
講
習
会
＆

昇
段
審
査
会

平
成
23
年
４
月
24
日
、
社
団
法

人
日
本
空
手
協
会
の
総
本
部
よ

り
、
大
隈
広
一
郎
指
導
員
を
お
迎

え
し
、
山
梨
県
指
導
者
講
習
会
と

昇
段
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
般
現
役
選
手
と
県

内
指
導
者
が
昭
和
町
総
合
体
育
館

内
武
道
場
に
集
ま
り
、
午
前
の
み

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
組
手
と
形
を
中
心
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
手
は
目
慣
ら
し
か
ら
始
ま
り
、
足
を
使
い
、

受
け
、
返
し
、
残
心
を
意
識
す
る
内
容
と
、
年
齢

に
合
わ
せ
た
稽
古
方
法
な
ど
を
指
導
し
て
頂
き
ま

し
た
。

形
は
指
定
形
を
中
心
に
受
講
者
か
ら
の
疑
問
点

な
ど
を
解
り
易
く
、
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を
二
時

間
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
昇
段
審
査
を
行
い
、
大
勢
の
合
格
者

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
隈
指
導
員
の
指
導
で
、
日
々
の
基
本

稽
古
の
大
切
さ
、
空
手
協
会
の
空
手
道
を
改
め
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
報
告
／
山
梨
県
本
部
　
三
井
秀
高
）

From
山梨県本部

参加した皆さん。

辞令授与。

名前／リカルド・ファーマー・ラーセン
Richard Kvarme Larsen

生年月日／1991年3月5日　20歳
出身地／ノルウェー
出身校／Jotto vidergoende skole High school
段位／弐段
趣味／スノーボード
主な戦績／2010 Norway masterscup

形2位　組手3位
今後の抱負／私は練習生として頑張り
ます。そして研修生になることを目指
し、研修生として卒業することが目標
です。
将来は母国ノルウェーで空手の指導

をしている父と共に、総本部で培った
ことを空手の指導で生かし、また空手
の発展と普及のために努めたいと思っ
ています。

名前／飯村吏毅哉
生年月日／1988年9月12日生　

22歳
出身地／茨城県
出身校／東洋大学牛久高校、

大正大学
段位／弐段
趣味／スポーツ観戦、格闘技観戦
主な戦績／協会全国大会ベスト8

関東学生選手権大会　第3位
関東学生体重別選手権大会　2位

今後の抱負／先輩方の様に強くなるため日々頑張っていき
たいと思います。
また、立派な指導員となるために、先生や先輩方の指導

をしっかり学び、研究していきたいと思います。そして、
将来は全国大会で優勝できるような人間になりたいです。
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イ
ン
ド
国
内
合
宿

及
び
選
手
権
大
会

去
る
１
月
21
〜
28

日
、
35
周
年
記
念
を
か

ね
た
第
28
回
国
内
合
宿
が
国
際
リ
ゾ
ー
ト
都
市
で

あ
る
ゴ
ア
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
は
、
総
本
部
か
ら
、
植
木
政
明
・

首
席
師
範
と
全
国
大
会
王
者
・
根
本
敬
介
指
導
員

が
訪
れ
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
合
宿
は
５
日
間
、
大
会
は
３

日
間
。
５
日
間
で
合
計
２
５
９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

、
ス

イ
ス
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
参
加
者
も
居
ま

し
た
。

合
宿
の
最
初
の
稽
古
は
、
根
本
先
生
が
担
当
し
、

From
JKA
インド

ス
ロ
ベ
ニ
ア
合
宿

去
る
５
月
６
〜
８
日
、
ツ
ェ

リ
ェ
に
お
い
て
、
地
元
の
空
手

ク
ラ
ブ
松
涛
ツ
ェ
リ
ェ
の
助
け

を
借
り
て
、
第
７
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
ス

ロ
ベ
ニ
ア
合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ロ
シ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
共

和
国
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
英
国
、
日
本
、
ス

ロ
ベ
ニ
ア
か
ら
、
２
７
０
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
合
宿
に
は
次

の
素
晴
ら
し
い
指
導
者
が
招
か

れ
ま
し
た
。

田
中
昌
彦
（
総
本
部
）、
沢
田

和
弘
（
ベ
ル
ギ
ー
）、
内
藤
武
史

（
イ
タ
リ
ア
）、
猪
越
悠
介
（
総

本
部
）

稽
古
は
、
２
つ
ま
た
は
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
一
日

８
時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
段
か
ら
五
段
の
ク
ラ
ス
は
、

基
本
に
始
ま
り
、
組
手
技
術
と

型
・
抜
要
大
、
慈
恩
、
観
空
大
、

From
JKA
スロベニア

イ
ン
ド
の
首
席
師
範
で
あ
る
ア
ナ
ン
ド
・
ラ
ト
ナ
先

生
が
ア
シ
ス
ト
し
ま
し
た
。

半
身
の
位
置
か
ら
正
面
や
逆
半
身
へ
移
行
す
る

際
、
腰
の
回
転
を
伴
う
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。午

後
に
入
る
と
、
開
会
式
が
イ
ン
ド
の
伝
統
的
手

法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ニ
ル
・
シ
ン
ハ
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
、

次
に
挨
拶
し
た
植
木
先
生
に
献
花
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
・
シ
ョ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
開
会
式
は
、
植
木
先
生
、
根
本
先
生
、

シ
ン
ハ
会
長
、
ア
ナ
ン
ド
・
ラ
ト
ナ
先
生
に
よ
る
ラ

ン
プ
の
点
灯
と
い
う
イ
ン
ド
伝
統
の
儀
式
で
終
わ
り

ま
し
た
。

開
会
式
後
に
行
わ
れ
た
稽
古
は
、
植
木
先
生
が
指

導
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ス
や
姿
勢
を
例
に
と
っ
て
、
膨
大
な
技
の

根
源
に
あ
る
原
理
を
説
明
す
る
た

び
、
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

形
の
指
導
も
行
わ
れ
、
平
安
初
〜

五
段
や
鉄
騎
を
通
し
て
、
上
達
を
促

す
ポ
イ
ン
ト
が
多
数
披
露
さ
れ
ま
し

た
。最

後
は
植
木
先
生
の
「
無
駄
の
な

い
動
き
か
ら
生
じ
る
美
し
さ
」
と
い

う
言
葉
を
意
識
し
な
が
ら
慈
恩
を
行

い
、初
日
の
稽
古
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夜
は
、
歓
迎
会
が
行
わ

れ
、
皆
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で

楽
し
み
ま
し
た
。

翌
日
の
稽
古
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
シ

ニ
ア
を
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
木
先
生
は
シ
ニ
ア
を
教
え
、
根

本
先
生
は
子
供
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を

担
当
し
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
の
ク
ラ
ス
で
は
各
自
の
レ

ベ
ル
に
会
わ
せ
て
、適
正
な
間
合
い
、

足
捌
き
の
原
理
を
学
び
ま
し
た
。

植
木
先
生
の
動
き
は
、
年
齢
を
感

じ
さ
せ
ず
、
全
て
の
参
加
者
を
魅
了
し
、
身
を
以
て

我
々
が
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

二
人
一
組
の
練
習
が
続
い
た
後
、
最
後
は
乱
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
二
人
組
と
な
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た

後
、
参
加
者
が
昇
段
に
必
要
な
形
を
植
木
先
生
に
指

導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
抜
塞
大
、
二
十
四
歩
、
慈
恩
も
行
い
ま
し

た
。合

宿
三
日
目
の
午
前
中
は
、
前
蹴
り
、
横
蹴
、
廻

し
蹴
り
な
ど
に
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

植
木
先
生
は
蹴
り
の
名
人
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
知

ら
れ
て
い
た
た
め
、
指
導
を
受
け
た
皆
は
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

午
後
の
稽
古
は
、
審
判
員
技
術
、
抜
塞
小
の
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
根
本
先
生
と
ア
ナ
ン
先
生
が
中
心
と

な
り
ま
し
た
。
根
本
先
生
が
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
を
教

え
て
い
る
間
、
ア
ナ
ン
先
生
が
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ

を
教
え
ま
し
た
。

根
本
先
生
は
寄
り
足
、
継
ぎ
足
、
追
い
足
な
ど
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ド
リ
ル
を
披
露
し
た
の
で
す
が
、
参

加
者
は
そ
の
動
き
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
束
組
手
、
自
由
組
手
を
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
後
の
稽
古
は
形
が
行
わ
れ
、
後
日
行
わ
れ
る
指

導
員
試
験
の
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
日
目
は
、
昇
段
・
資
格
試
、
年
次
総
会
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
植
木
先
生
が
最
終
日
に
は
非
常
に
忙

し
く
し
て
い
た
こ
と
は
高
段
者
の
試
験
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
の
証
明
で
し
た
。

ま
た
、
最
初
の
予
定
は
１
日
に
１
時
間
×
４
コ
マ

の
予
定
で
し
た
が
、
全
て
の
ク
ラ
ス
で
時
間
が
延
長

と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
我
々
が
植
木
師
範
か
ら
学
び
た
い
と
い
う

熱
意
の
表
れ
で
も
あ
り
、
多
く
の
人
間
が
仕
事
や
学

校
に
行
き
な
が
ら
、
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
の
後
、
１
月
26
〜
28
日
ま
で
、
第
28
回

イ
ン
ド
国
内
の
全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
21
州
５
１
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

武
道
空
手
の
側
面
を
持
つ
こ
の
大
会
は
年
々
参
加

者
が
増
え
、
多
く
の
種
目
で
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
参
加
す
る

メ
ン
バ
ー
は
、
出
発
前
に
強
化
合
宿
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
及
び
大
会
の
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、

h
ttp
://w

w
w
.jk
ain
d
ia.org

Ｊ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
報
告
／
ア
ナ
ン
ド
・
ラ
ト
ナ
）指導を行う田中師範。

右
／
合
宿
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
。

右
／
イ
ン
ド
で
張
り
出
さ
れ
た
告
知
用
の
ポ

ス
タ
ー
。

上／インドへ初めて来た植木師範。参加者を魅了し、誰もが畏敬の念を抱いた。

上／開会式の様子。合宿の模様が地元のメ
ディアでも放映された。



秋
期
合
宿

去
る
２
０
１
０
年
10
月
12
〜

18
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
今
村

富
雄
師
範
を
お
招
き
し
、
秋
合

宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

以
前
の
合
宿
は
マ
ル
メ
ー
に
来
る
こ
と
、
茶
帯
、

黒
帯
以
上
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
、
今
村
師
範
が
各
地
を
移
動
し
、
３
つ
ク
ラ

ス
①
子
供
②
４
級
か
ら
下
③
茶
と
黒
帯
に
分
け

て
、
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ル
メ
ー
を
拠
点
と
し
、
13
日
は
80
キ
ロ
北
の

ヘ
ル
シ
ン
グ
ボ
リ
、
14
日
は
１
５
０
キ
ロ
北
に
ハ

ル
ム
ス
タ
ー
ド
、
15
日
は
１
７
０
キ
ロ
東
の
カ
ー

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
合
宿

去
る
２
０
１
１
年
６
月
13
〜

18
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

平
山
裕
子
先
生
が
訪

れ
ま
し
た
。

女
性
の
総
本
部
指

導
員
が
正
式
に
我
々

の
国
を
訪
問
し
た
の

は
初
め
て
で
す
。

平
山
先
生
は
、
合

宿
に
参
加
し
た
老
若

男
女
合
わ
せ
て
１
６

７
名
の
前
で
驚
く
べ

き
技
術
、
成
熟
し
た

教
育
能
力
と
理
路
整

然
と
発
揮
し
ま
し
た
。

親
し
み
や
す
く
て

礼
儀
正
し
い
平
山
先

生
の
訪
問
は
、
２
０

１
３
年
に
女
性
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
検
討
す
る

ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

総
本
部
の
協
力
と

理
解
を
得
て
、
こ
の

計
画
を
実
現
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
報
告
／
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
代
表
・Z

eljan
U
nko
vich

）

From
JKA
スウェーデン
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冬
期
合
宿

去
る
１
月
５
〜
９
日
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ

ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン

ド
冬
期
合
宿
が
ム
ン
バ
イ
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

総
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
隈
広
一
郎
師
範
は
、

カ
リ
ス
マ
的
な
教
育
方
法
と
Ｊ
Ｋ
Ａ
空
手
の
深
い
知

識
で
常
に
我
々
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
て
く
れ
る
人

物
で
す
。

５
日
間
の
合
宿
で
は
、
１
つ
の
型
、
２
つ
の
組
手

技
術
、
約
10
の
基

本
の
組
合
せ
が
練

習
の
中
心
と
な
り

ま
し
た
。

昨
年
度
の
合
宿

の
復
習
か
ら
始
ま

り
、
八
字
立
ち
、

半
月
立
ち
、
様
々

な
ス
タ
ン
ス
で
基

本
を
行
い
、
筋
肉

の
収
縮
・
膨
張
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

From
JKA
インド

半
月
、
岩
鶴
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
中
師
範
は
、
完
璧
な
基
本
と
、
特
別
な
組
手
技

術
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。
合
宿
の
最
後
に

は
、
岩
鶴
の
分
解
も
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

沢
田
師
範
は
、
慈
恩
、
観
空
大
、
半
月
を
担
当
し

ま
し
た
。
半
月
で
は
、
適
切
な
ス
タ
ン
ス
と
正
し
い

呼
吸
、
技
術
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
四
方
向
へ
寄

り
足
等
を
用
い
、
そ
の
ま
ま
組
手
に
使
え
る
こ
と
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

内
藤
師
範
は
組
手
技
術
に
時
間
を
費
や
し
、
寄
り

足
・
出
足
払
い
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

猪
越
先
生
は
、
田
中
師
範
の
ア
シ
ス
ト
を
務
め
、

ま
た
、
彼
の
素
晴
ら
し
い
演
武
で
大
い
に
会
場
が
沸

き
ま
し
た
。

猪
越
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
基
本
、
抜
要
大
、
岩

鶴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
後
に
、
初
〜
五
段
の
昇
段
試
験
と
国
際

指
導
員
、
審
査
員
、
審
判
員
の
資
格
取
得
試
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
／
ユ
ー
リ
・
ス
ー
ビ
ッ
ク
）

ま
た
、
抜
塞
大
、
基
本
一
本
組
手
、
自
由
一
本
組

手
で
は
、
攻
撃
の
ラ
イ
ン
を
理
解
し
、
軸
を
ま
っ
す

ぐ
に
し
て
、
力
の
強
弱
、
体
の
伸
縮
、
技
の
緩
急
を

用
い
て
、
適
切
な
受
け
と
反
撃
を
行
う
よ
う
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
大
隈
師
範
は
、
伝
統
的
な
松
濤
館

ス
タ
イ
ル
が
な
ぜ
腰
の
高
さ
を
変
え
ず
に
、
受
け
及

び
反
撃
を
行
う
の
か
。
そ
の
答
え
を
、
科
学
的
説
明

と
実
技
を
交
え
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
攻
撃
時
に
爆
発
的
な
ス
タ
ー
ト
（
力
と
速

度
を
伴
う
）
を
実
現
す
る
た
め
の
足
運
び
等
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
隈
師
範
の
指
導
は
徐
々
に
熱
を
帯
び
、
そ
の
情

熱
は
会
場
全
体
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

我
々
も
大
隈
師
範
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
懸
命
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、最
終
日
に
行
わ
れ
た
昇
段
審
査
で
は
、

初
段
16
名
、
二
段
５
名
、
三
段
５
名
、
ま
た
５
名
の

Ｄ
級
審
判
員
と
指
導
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
二
倍
以
上
の
合
格
者
を
出
し
た
こ
と
を

我
々
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
総
本
部
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
イ
ン

ド
で
正
し
い
Ｊ
Ｋ
Ａ
空
手
を
普
及
・
促
進
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
我
々
の
た
め
に
新
年
の
休
日
を
犠
牲
に
し

て
、
我
合
宿
に
来
て
く
れ
た
大
隈
師
範
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（

報
告
／
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
ベ
デ
ィ
）

セミナーに参加した皆さん。前列中央は翌週はオーストラリアへ旅立った平山師範。

From
JKA
オークランド

ル
ス
ハ
ム
ン
へ
と
移
動
し
、
16
〜
17
日
は
再
び
、
マ

ル
メ
ー
へ
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
で
は
多
く
の
弟
子
が
総
本
部

指
導
員
に
よ
る
指
導
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
今
村
先

生
は
彼
ら
に
対
し
、
親
し
み
や
す
い
態
度
で
接
し
、

練
習
で
は
、
立
ち
方
や
速
く
強
い
腰
の
正
し
い
使
い

方
等
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
弟
子
の
多
く
が
Ｊ
Ｋ
Ａ
空
手
の
本
質
に
ふ

れ
な
が
ら
、
合
宿
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

近
い
将
来
、
再
び
今
村
師
範
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
報
告
／
テ
ッ
ド
・
ヘ
ド
ラ
ン
ド
）

Charanjit singh氏、Ujjwal Trikha氏と
Ridish thakor氏ら優秀な人材が支える
JKAインド。
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香蓮（熊野支部）③伊藤有利菜（四日市支部）
●一般男子①糸川秀幸（尾鷲南支部）②樋口龍弥（富
洲原道場）③山口航平（四日市南支部）

第35回愛知県空手道選手権大会
2011年［平成23年］4月10日　千種スポーツセン
ター）
組手の部

●小学1・2年生①滝川愛莉（名古屋中川支部）②大関
裕太郎（春日井支部）③窪田頼生（名古屋中川支部）、
各務巧人（名古屋中川支部）
●小学3年生①滝川　翔（名古屋中川支部）②小林諄
也（岡崎支部）③各務引一（名古屋中川支部）、相山
伊吹（名古屋中川支部）
●小学4年生①藤原昂大（名古屋中川支部）②前田雄
祐（美浜支部）③大川雄大（名古屋中川支部）、鷲津
完汰（尾張支部）
●小学5年生①山中健生（名古屋中川支部）②河野
元（尾張支部）③平野友菜（岡崎支部）、大川　諒
（名古屋中川支部）
●小学6年生①乙子トオル（尾張支部）②野田瑛一
（尾張支部）③須崎　遥（名古屋中川支部）、鳥居直
也（名古屋中川支部）
●中学生男子①松本　亮（名古屋中川支部）②大関将
真（春日井支部）③黒田　真（名古屋中川支部）、河
野直樹（尾張支部）
●中学生女子①瀬戸望都（尾張支部）②松本あすか
（名古屋中川支部）③河野　愛（尾張支部）
●高校生男子①松本丈二（名古屋中川支部）②石川拓
磨（春日井支部）③田名邊朋成（春日井支部）
●高校生・一般女子①篠田美優（尾張支部）②島田理
磨（愛知学院大歯）③久保千秋（愛知学院大歯）
●一般男子①柚木健彰（愛空会）②竹内一将（知多支
部）③川合義仁（知多支部）、小原　賢（愛知県本部）

形の部

●小学1・2年生①滝川愛莉（名古屋中川支部）②大関
裕太郎（春日井支部）③野田理紗子（尾張支部）
●小学3年生①滝川　翔（名古屋中川支部）②小林諄
也（岡崎）③各務引一（名古屋中川支部）
●小学4年生①窪田謙心（名古屋中川支部）②藤原昂
大（名古屋中川支部）③本田まなみ（愛知県本部）
●小学5年生①大川　諒（名古屋中川支部）②山中健
生（名古屋中川支部）③森田竣也（岡崎支部）
●小学6年生①鳥居直也（名古屋中川支部）②乙子ト
オル（尾張支部）③野田瑛一（尾張支部）
●中学生男子①松本　亮（名古屋中川支部）②三島充
規（岡崎支部）③小林祐貴（岡崎支部）
●中学生女子①松本あすか（名古屋中川支部）②瀬戸
望都（尾張支部）③鈴木香穂（碧南支部）
●高校生男子①松本丈二（名古屋中川支部）②藤原将
恭（瀬戸支部）③石川拓磨（春日井支部）
●高校生・一般女子①滝川ひろ美（名古屋中川支部）
②篠田美優（尾張支部）③川嵜まどか（愛知県本部）
●一般男子①篠�和基（名古屋中川支部）②ヴィッ
テ・オリヴァ（名古屋中川支部）③伊藤文吾（春日
井支部）

祉団法人日本空手協会 第40回兵庫県空手道選手権大会
2011年［平成23年］4月24日　兵庫県立武道館

組手の部

●小学1年生以下男女①茨木琉之介（稲美）②今富花
怜（神戸中央）③松並萌果（稲美）、鈴木翔真（横尾）
●小学2年生男女①多田香凛（神戸中央）②鈴木早香
（稲美）③田中　颯（神戸中央）、川村　壮（コナミ
新長田）
●小学3・4年女子①金澤夢愛（西脇）②中埜香歩（神
戸中央）③劉　祉　（神戸中央）、福井香音（明石）
●小学3年男子①平山優汰（稲美）②仙石　曹（コナ
ミ新長田）③舛賀陽大（神戸中央）、浅野柊翔（稲美）
●小学4年男子①中西駿輔（稲美）②茨木颯介（稲美）
③高岸優陽（西脇）、青木崚祐（神戸中央）
●小学5・6年女子①石津朱美（稲美）②金澤夏夢（西
脇）③多田卯蘭（神戸中央）、来住優里（西脇）

●小学校2年生以下(男女混合)①今村希来（四日市南
支部）②勝本健斗（四日市南支部）③為西勇斗（川
越支部）
●小学校3年生男子①橋本成矢（久居松阪支部）②辻
翠輝（熊野支部）③曽越大成（紀南支部）
●小学校3年生女子①星野ひかる（桑名支部）②西川
夏鈴（尾鷲南支部）③松田すず（熊野支部）
●小学校4年生男子①前畑　州（三雲支部）②宇井遼
太郎（熊野支部）③吉田慎佑（熊野支部）
●小学校4年生女子①右城沙也花（四日市南支部）②
杉野美結（四日市南支部）③東　郁佳（熊野支部）
●小学校5年生男子①山本湧太（四日市南支部）②岩
本雄勢（熊野支部）③大田正人（富洲原道場）
●小学校5年生女子①畑中愛琳（四日市南支部）②水
谷瑞己（川越支部）③酒井彩名（尾鷲支部）
●小学校6年生男子①草川周輝（四日市南支部）②平
田雄大（三雲支部）③坂本瑞樹（尾鷲支部）
●小学校6年生女子①山下ひかり（四日市南支部）②
川邉佳奈恵（楠道場）③山添純佳（四日市南支部）
●中学校1年生男子①橋本有矢（久居松阪支部）②中
村圭佑（尾鷲南支部）③長谷川駿（尾鷲支部）
●中学校1年生女子①石田莉佳子（四日市南支部）②
長谷川美夏（三雲支部）③山本りい子（紀南支部）
●中学校2年生男子①世古幸輝（尾鷲支部）②浅山
豊（熊野支部）③橋本朋典（尾鷲支部）
●中学校2・3年生女子①上地葉月（紀南支部）②畑中
咲莉衣（四日市南支部）③伊藤優衣（四日市南支部）
●中学校3年生男子①掃詰開士（尾鷲支部）②山田大
空（熊野支部）③川内暁貴（尾鷲南支部）
●高校生男子①服部泰之（尾鷲支部）②岡野拓馬（久
居松阪支部）③伊藤誠真（四日市南支部）
●高校・一般女子①伊藤玲奈（四日市南支部）②伊藤
有利菜（四日市支部）③中村茉里加（尾鷲南支部）
●一般男子①糸川秀幸（尾鷲南支部）②樋口龍弥（富
洲原道場）③村田道恒（尾鷲支部）

形の部

●小学校2年生以下
男女混合①森尾真帆（久居松阪支部）②今村希来（四
日市南支部）③為西勇斗（川越支部）
●小学校3年生男子①橋本成矢（久居松阪支部）②政
田大心（久居松阪支部）③田村陸人（四日市北支部）
●小学校3年生女子①畑中彩留葉（四日市南支部）②
中島彩夢（四日市北支部）③神尾咲々愛（白山支部）
●小学校4年生男子①高村　晴（白山支部）②前畑
州（三雲支部）③吉田慎佑（熊野支部）
●小学校4年生女子①右城沙也花（四日市南支部）②
杉野美結（四日市南支部）③東　郁佳（熊野支部）
●小学校5年生男子①右城翔大（四日市南支部）②政
田大登（久居松阪支部）③新谷健人（尾鷲支部）
●小学校5年生女子①畑中愛琳（四日市南支部）②鈴
木詩乃（楠道場）③沼田大空（久居松阪支部）
●小学校6年生男子①櫻井一圭（四日市北支部）②松
下剛士（尾鷲支部）③南部優友（桑名北支部）
●小学校6年生女子①山下ひかり（四日市南支部）②
川邉佳奈恵（楠道場）③川上友愛（川越支部）
●中学校1年生男子①橋本有也（久居松阪支部）②酒
井康彰（尾鷲支部）③日浦　丈（熊野支部）
●中学校1年生女子①石田莉佳子（四日市南支部）②
長谷川美夏（三雲支部）③西口果穂（久居松阪支部）
●中学校2年生男子①一戸来広輝（川越支部）②世古
幸輝（尾鷲支部）③小田　琉鳳（久居松阪支部）
●中学校2・3年生女子①上地葉月（紀南支部）②畑中
咲莉衣（四日市南支部）③伊藤優衣（四日市南支部）
●中学校3年生男子①掃詰開士（尾鷲支部）②山田大
空（熊野支部）③堀木大地（楠道場）
●高校生男子①掃詰友志（尾鷲支部）②上地悠太（紀
南支部）③小田宗太郎（久居松阪支部）
●高校・一般女子①伊藤玲奈（四日市南支部）②山田

第62回三重県空手道選手権大会
［平成23年］3月20日　安濃中央総合公園内体育館

●小学5年男子①三尾浩輔（神戸中央）②内橋優輝（西
脇）③新田琉偉（神戸中央）、小橋秀伍（神戸中央）
●小学6年男子①中井隆人（六甲）②好川和真（六甲）
③山崎壱大（六甲）、小林優暉（東灘）
●中学生女子①神田麻那（コナミ東加古川）②金　佳
妙（神戸中央）③三尾　遥（神戸中央）、高尾希美
（神戸中央）
●中学生男子①木下慎一郎（コナミ東加古川）②藤田
翔（稲美）③小柳　慧（神戸中央）、浦野寛太郎（コ
ナミ東加古川）
●高校生男子①後藤　玄（神戸学院）②木村　勇（神
戸学院）③福本祐基（神戸学院）、牛尾瑞貴（神戸学
院）
●一般級男子①小林卓真（神戸学院）②瓦井善貴（兵
庫県大）③薮田幸悦（兵庫県大）、張ジョナサン（神
戸）
●一般女子①藤田園子（稲美）②岡�ゆかり（東灘）
③��　彩（西脇）、辰巳　舞（神戸学院）
●一般男子①畑　嘉憲（稲美）②小幡直人（明石）③
清家豊治（兵庫県大）、西田博史（西脇）

形の部

●小学1年生以下男女①今富花怜（神戸中央）②門依
乙那（神戸中央）③宮崎愛夕（神戸中央）、島津孝到
（神戸中央）
●小学2年生男女①鈴木早香（稲美）②川村　壮（コ
ナミ新長田）③森崎　朱（神戸中央）、多田香凛（神
戸中央）
●小学3・4年女子①中埜香歩（神戸中央）②金澤夢愛
（西脇）③鈴木日賀（稲美）
●小学3年男子①舛賀陽大（神戸中央）②木村　光
（神戸中央）③野田　匠（コナミ新長田）
●小学4年男子①中西駿輔（稲美）②茨木颯介（稲美）
③高岸優陽（西脇）
●小学5・6年女子①石津朱美（稲美）②金澤夏夢（西
脇）③木下さくら（コナミ東加古川）
●小学5年男子①三尾浩輔（神戸中央）②新田琉偉
（神戸中央）③六倉輝拓（神戸中央）
●小学6年男子①好川和真（六甲）②中井隆人（六甲）
③青木嶺児（神戸中央）
●中学生女子①神田麻那（コナミ東加古川）②三尾
遥（神戸中央）③金　佳妙（神戸中央）
●中学生男子①浦野寛太郎（コナミ東加古川）②木下
慎一郎（コナミ東加古川）③西口　遼（東灘）
●一般級女子①神田早苗（稲美）②浦野ゆかり（稲美）
③辰巳　舞（神戸学院）
●一般級男子①瓦井善貴（兵庫県大）②木村　勇（神
戸学院）③清水琢己（神戸中央）
●一般女子①藤田園子（稲美）②岡�ゆかり（東灘）
③��　彩（西脇）
●一般男子①後藤　玄（神戸学院）②畑　嘉憲（稲美）
③小幡直人（明石）

社団法人日本空手協会 第49回全北海道空手道選抜選
手権大会
2011年［平成23年］4月23・24日　北海道・千歳
市武道館
組手の部

●小学1・2年生男子①高橋龍虎（上ノ国支部）②石田
敬大（江差支部）③長坂龍馬（旭川大雪支部）④東
口颯斗（福島支部）
●小学1・2年生女子①清水柊衣（江差支部）②田村梨
奈（札幌北支部）③斉藤美鈴（松倉道場）
●小学3年生男子①森�虎次朗（江差支部）②上田大
晟（稚内支部）③清水景哉（江差支部）④菊地遼太
（旭川大雪支部）
●小学3年生女子①三橋志乃（八雲支部）②三浦璃子
（江別支部）③中村美水（松倉道場）
●小学4年生男子①紙谷胤圭（函館支部）②今成哲也
（旭川大雪支部）③村上悠羽（美唄東支部）④白井
伶（由仁支部）
●小学4年生女子①川村絵理（札幌中央支部）②佐久
間雪音（札幌西支部）③吉田陽菜（今金支部）
●小学5年生男子①中村彰吾（標津支部）②深尾拓真
（美唄東支部）③中塚陸朗（福島支部）④知久恵介
（美唄東支部）

組 手 の 部

形 の 部

形 の 部

第35回愛知県空手道選手権大会
平成23年4月10日　千種スポーツセンター

組 手 の 部

形 の 部

★★★★★★★★★大 会 結 果

第40回兵庫県空手道選手権大会
平成23年4月24日　兵庫県立武道館

組 手 の 部

第49回全北海道空手道選抜選手権大会
平成23年4月23・24日　北海道・千歳市武道館

組 手 の 部
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（江差支部）③茂木駿仁（札幌中央支部）④ 白井彪
冴（由仁支部）⑤森�龍之助（江差支部）⑥小笠原
涼太（江差支部）
●中学1年生女子①平門　瞳（江差支部）②山中麻央
（旭川南支部）③和田彩花（岩見沢支部）④加藤ひと
み（札幌北支部）⑤朝野紗由香（札幌西支部）⑥田
中裕菜穂（八雲支部）
●中学2年生男子①中川　樹（函館支部）②三浦静也
（標津支部）③岩田来巣（上ノ国支部）④三浦陽平
（上ノ国支部）⑤酒井雅凱（上ノ国支部）⑥旭岡亮太
（江別支部）
●中学2年生女子①藤澤美瑞紀（松倉道場）②岡部千
帆（旭川南支部）③鳴海百華（由仁支部）④永井里
奈（松倉道場）
●中学3年生男子①山本　颯（江差支部）②廣田　諒
（旭川南支部）③篠原　司（美唄東支部）④山川大志
（江差支部）⑤中村峻大（江別支部）⑥今　朋哉（江
別支部）
●中学3年生女子①秋保　優（江別支部）②溝國春菜
（江別支部）③吾田佳穂（八雲支部）④ 長内沙樹
（札幌西支部）
●高校生男子①富田義基（美幌支部）②久末卓真（上
ノ国支部）③杉本佳亮（江別支部）④小西　徹（旭
川南支部）⑤岩田卓也（上ノ国支部）⑥伊藤尚悟
（札幌中央支部）
●高校生女子①横山涼香（札幌中央支部）②乾　綾花
（岩見沢支部）③宮本あすか（函館支部）④加藤　愛
（旭川大雪支部）⑤桑田沙也加（旭川南支部）
●一般男子①熊谷圭悟（征空館）②村上智也（江別支
部）③北村　満（札幌菊水支部）④大田流維（札幌
菊水支部）⑤竹林宏晃（美唄東支部）
●一般女子①中村朱里（旭川南支部）②神尾菜摘（松
倉道場）③井上華那（江別支部）④峯尾　泉（江別
支部）⑤中澤奈緒美（札幌清田支部）⑥ 田代早苗
（旭川大雪支部）
●小学生低学年男子団体①江差支部②八雲支部③今金
支部 ④函館支部
●小学生高学年男子団体①江差支部②旭川南支部③美
唄東支部 ④八雲支部⑤札幌西支部⑥函館支部
●中学生男子団体①江差支部Ｂ②江差支部A ③上ノ国
支部④旭川南支部⑤美唄東支部⑥江別支部

社団法人日本空手協会 第31回全京都空手道選手権大会
2011年［平成23年］5月3日　京都府・亀岡運動公
園体育館
組手の部

●小学1年男女①古川大翔（宇治支部）②平井英太
（宇治支部）③村岡風花（綾部支部）④笹井威吹（宇
治支部）
●小学2年男女①金森隆真（宇治支部）②西村王雅
（宇治支部）③待田起良（宇治支部）④北岡佑真（宇
治支部）
●小学3年男子①安達惠哉（上京支部）②渡辺奎太
（宇治支部）③春永弥飛（舞鶴田辺支部）④多門　瞭
（上京支部）
●小学3・4年女子①西川　凜（伏見支部）②山田愛茄
（宇治支部）③五十嵐愛枝（東舞鶴支部）④田中観月
（北支部）
●小学4年男子①�村久遠（宇治支部）②守田昌弘
（綾部支部）③田畑陸翔（綾部支部）④土山竜之介
（宇治支部）
●小学5年男子①金ヶ崎直仁（宇治支部）②西田龍之
介（宇治支部）③森山新大（宇治支部）④平井稔次
（宇治支部）
●小学5年女子①岡本紗奈（伏見支部）②安達梨央
（上京支部）③宇治川万桜（宇治支部）④熊谷美優
（舞鶴田辺支部）
●小学6年男子①岡本健伸（伏見支部）②西川翔汰朗
（伏見支部）③藤田康助（伏見支部）④松永渚雄（伏
見支部）
●小学6年女子①安達未来（上京支部）②多門陽菜
（上京支部）③大槻奏乃（綾部支部）④奥西菜緒（宇
治支部）
●中学1年男子①山本琉斗（伏見支部）②山田大晟
（宇治支部）③波多野聖真（綾部支部）④水岡勇也
（長岡京支部）

●小学5年生女子①伊勢茉由子（稚内中央支部）②村
松奈津子（江別支部）③餌取ひなた（八雲支部）
●小学6年生男子①小林洸陽（上ノ国支部）②山下朝
妃（江差支部）③清水琉斗（江差支部）④日水善大
（函館支部）
●小学6年生女子①山田穂香（上ノ国支部）②嵯峨明
里（江別支部）③吉田果永（今金支部）
●中学1年生男子①坂本拓功（今金支部）②森�龍之
助（江差支部）③増田　燎（江差支部）
●中学1年生女子①加藤ひとみ（札幌北支部）②平門
瞳（江差支部）③田中裕菜穂（八雲支部）
●中学2年生男子①三浦陽平（上ノ国支部）②三浦静
也（標津支部）③旭岡亮太（江別支部）
●中学2年生女子①永井里奈（松倉道場）②藤澤美瑞
紀（松倉道場）③岡部千帆（旭川南支部）
●中学3年生男子①今　朋哉（江別支部）②廣田　諒
（旭川南支部）③中村峻大（江別支部）
●中学3年生女子①長内沙樹（札幌西支部）②吾田佳
穂（八雲支部）③秋保　優（江別支部）
●高校生男子①杉本佳亮（江別支部）②永井　瞬（松
倉道場③鎌田　拓（福島支部）④高村泰史（福島支
部）
●高校生女子①宮上匠子（上ノ国支部）②乾　綾花
（岩見沢支部）③桑田沙也加（旭川南支部）④横山涼
香（札幌中央支部）
●一般男子①金子真司（江別支部）②村上智也（江別
支部）③井上　剛（江別支部）④永田祐樹（江別支
部）
●一般女子①長内いづみ（福島支部）②井上華那（江
別支部）③植木旦美（酪農大学）④峯尾　泉（江別
支部）
●小学生低学年男子団体①函館支部A②函館支部B③今
金支部
●小学生高学年男子団体①江差支部②函館支部③福島
支部A④美唄東支部
●中学生男子団体①美唄東支部②江差支部B③上ノ国
支部④函館支部A

形の部

●小学1・2年生男子①太田樹宏（函館支部）②村松滉
介（江別支部）③高橋龍虎（上ノ国支部）④金子世
名（函館支部）⑤佐藤　晴（上ノ国支部）⑥石田敬
大（江差支部）
●小学1・2年生女子①清水柊衣（江差支部）②加賀谷
礼奈（函館支部）③小松明日佳（函館支部）④斉藤
美鈴（松倉道場）⑤安藤　愛（八雲支部）⑥ 田村梨
奈（札幌北支部）
●小学3年生男子①徳本拓海（函館支部）②森�虎次
朗（江差支部）③清水景哉（江差支部）④田附和翔
（江差支部）⑤上田大晟（稚内支部）⑥菊地遼太（旭
川大雪支部）
●小学3年生女子①中村美水（松倉道場）②三浦璃子
（江別支部）③前田倫果（江別支部）④安藤　華（八
雲支部）⑤加賀谷英美（函館支部）⑥前田倫果（江
別支部）、三浦璃子（江別支部）
●小学4年生男子①松澤壱彩（美幌支部）②種村日和
（八雲支部）③木島翔吾（今金支部）④大崎慈文（江
別支部）⑤紙谷胤圭（函館支部）⑥高木　豪（札幌
西支部）
●小学4年生女子①吉田陽菜（今金支部）②平門　藍
（江差支部）③川村絵理（札幌中央支部）④柿崎世奈
（八雲支部）⑤佐久間雪音（札幌西支部）
●小学5年生男子①吉田慧士（旭川大雪支部）②茂木
鴻貴（札幌中央支部）③小川翔太（興部支部）④深
尾拓真（美唄東支部）⑤菊地悠斗（旭川大雪支部）
⑥ 岩上慎之介（福島支部）
●小学5年生女子①村松奈津子（江別支部）②伊勢茉
由子（稚内中央支部）③餌取ひなた（八雲支部）④
木村希乃佳（八雲支部）
●小学6年生男子①清水琉斗（江差支部）②山内　元
（八雲支部）③前崎　駿（旭川南支部）④大場悠介
（旭川西支部）⑤酒井将翔（上ノ国支部）⑥佐々木蓮
（千歳支部）
●小学6年生女子①岡部帆乃夏（旭川南支部）②板垣
澪花（八雲支部）③久末弥由蘭（江差支部）④ 嵯峨
明里（江別支部）⑤ 山田穂香（上ノ国支部）
●中学1年生男子①増田　燎（江差支部）②田附勇眞

●中学1年女子①福島　舞（伏見支部）②中瑠璃香
（伏見支部）③織部　雅（宇治支部）④大野桃花（京
田辺支部）
●中学2年男子①金ヶ崎智秀（宇治支部）②若林翔伍
（宇治支部）③草留　慧（上京支部）④片山拓海（宇
治支部）
●中学2・3年女子①杉山雛乃（伏見支部）②安田優香
（宇治支部）③池本　茜（綾部支部）④藤井　遥（舞
鶴田辺支部）
●中学3年男子①寺下　将（宇治支部）②絹傘　集
（宇治支部）③佐々木広太（伏見支部）④安達悠大
（上京支部）
●高校男子①織部修也（宇治支部）②子安凌太（舞鶴
田辺支部）③山田祥博（宇治支部）④赤星天馬（東
舞鶴支部）
●高校・一般女子①内田早紀（京都産業大学）②建部
紗希（京都産業大学）③常徳　舞（京都産業大学）
④伊藤美咲（京都産業大学）
●一般男子段外①足立高義（福知山支部）②小山慎汰
郎（京都産業大学）③ロバート・ピータース（上京
支部）④藤原昌人（西舞鶴支部）
●一般男子①杉尾駿也（京都産業大学）②一瀬健太
（京都産業大学）③高山享平（京都産業大学）④一瀬
勇希（京都産業大学）

形の部

●小学1年男女①辰巳碧希（宇治支部）②古川大翔
（宇治支部）③村岡風花（綾部支部）④笹井威吹（宇
治支部）
●小学2年男女①梅垣三志郎（綾部支部）②林　実結
（西舞鶴支部）③土山晟之介（宇治支部）④上田晃大
（宇治支部）
●小学3年男子①安達惠哉（上京支部）②多門　瞭
（上京支部）③堀　翔馬（福知山支部）④高橋佑弥
（宇治支部）
●小学3・4年女子①山田愛茄（宇治支部）②植松恵未
（長岡京支部）③西川　凜（伏見支部）④高橋　華
（上京支部）
●小学4年男子①�村久遠（宇治支部）②國本駿介
（宇治支部）③多田風斗（宇治支部）④守田昌弘（綾
部支部）
●小学5年男子①水岡輝也（長岡京支部）②多田陸斗
（宇治支部）③西田龍之介（宇治支部）④森山新大
（宇治支部）
●小学5年女子①織部真生（宇治支部）②岡本紗奈
（伏見支部）③阪田梨乃（宇治支部）④宇治川万桜
（宇治支部）
●小学6年男子①岡本健伸（伏見支部）②西川翔汰朗
（伏見支部）③植松陽介（長岡京支部）④藤田康助
（伏見支部）
●小学6年女子①多門陽菜（上京支部）②安達未来
（上京支部）③大槻奏乃（綾部支部）④藤崎ほのか
（綾部支部）
●中学1年男子①水岡勇也（長岡京支部）②平井浩気
（宇治支部）③森下元春（西舞鶴支部）④四方聖己
（西舞鶴支部）
●中学1年女子①福島　舞（伏見支部）②中瑠璃香
（伏見支部）③織部　雅（宇治支部）④五十嵐　葵
（京田辺支部）
●中学2年男子①草留　慧（上京支部）②金ヶ崎智秀
（宇治支部）③梅垣虎次郎（綾部支部）④阪田　蓮
（宇治支部）
●中学2・3年女子①杉山雛乃（伏見支部）②安田優香
（宇治支部）③且　仁美（長岡京支部）④杉谷萌々香
（舞鶴田辺支部）
●中学3年男子①寺下　将（宇治支部）②棚橋勇太
（右京支部）③佐々木広太（伏見支部）④絹傘　集
（宇治支部）
●高校男子①山田祥博（宇治支部）②織部修也（宇治
支部）③林　佑介（西舞鶴支部）④村中大樹（西舞
鶴支部）
●高校・一般女子①安藤麻喜子（伏見支部）②福島
葵（伏見支部）③兼田由香梨（上京支部）④粂田厚
子（山科支部）
●一般男子①安藤　誠（伏見支部）②山下雄太郎（京
都産業大学）③津崎拓実（宇治支部）④龍ヶ江良俊
（龍谷大学）

形 の 部

形 の 部

第31回全京都空手道選手権大会
平成23年5月3日　京都府・亀岡運動公園体育館

組 手 の 部



☆屋外
①部屋の外によしず、すだれを設置する
②窓に空気層のある断熱シートを貼る（もしくは内窓
を設置する）
③風呂の残り湯で朝夕に打ち水をする

☆冷房
④冷房ではなく、扇風機・うちわを活用
⑤冷房の温度設定は28℃
⑥冷房時に部屋のドアやふすま、カーテンやブライン
ドを閉める
⑦冷房時には皆がいっしょの部屋で過ごす
⑧エアコンのフィルターをこまめに掃除（月2回程度）
⑨冷房を使う時間をできるだけ短く(就寝前1時間はオ
フなど)
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●三段　海保千佳（市原）川路飛鳥
（北総）仲川碧（寺井）瀬古順一
（那須）川瀬公一（大宮）塚田千雪
（東浦和）脇健一（北浦和）伊藤眞
智子（春日部松濤館）池田秀雄（南
越谷）佐藤昭司（浦和謙武）小塩康
弘（川崎）井上智子（高森）久宗真
美（長津田空手クラブ）叶城倫子
（上田）新美みさ（春日井）富田典
均（春日井）
●四段／猪越悠介（総本部）
●五段／CHANDRASHEKHAR
SHETTY、VIKASH SAHU、
GAUTAM MUKHERJEE、
SURESH H.MALI、DIVESH
B.TRIVEDI、BHAGYASHRI
P.KHOT、PRAKASH V.SORAP、
SATYABHAN SAHU、SUDHIR

昇 段 者

13日(土) ･14日(日) 第54回小学生・中学生全国空
手道選手権大会三重県営・サンアリーナ

18日(木) ･19日(金) 船越義珍杯第12回少年世界空
手道選手権大会タイ・パタヤ

20日(土) ･21日(日) 船越義珍杯第12回世界空手道
選手権大会タイ・パタヤ

28日(日) 定期昇級・昇段審査会総本部道場

9月
17日(土) 師範会会議・師範会稽古総本部道場

10月
6日(木) ～9日(日) 秋季国内外全国合同合宿総本部

道場
23日(日) 関東学生会定期リーグ戦未定

11月
5日(土) 第11回熟錬者全国空手道選手権大会未定
27日(日) 定期昇段審査会総本部道場

12月
2日(金) 研修生入所試験 総本部道場
22日(木) 総本部道場稽古納め総本部道場
23日(金) ～1月6日(金) 冬期休暇

行事予定
8 月

9 月

10 月

11 月

12月

「無理をして、熱中症な
どのトラブルを起こして
は大変です。節電もほど
ほどが大切です」（平山）

S.VANJARI、RAPOLU SUDER-
SHAN、ANIL S.SURVE （全て
インド） IVAN MRAVLJAK（ス
ロベニア）SAMO GROSS（スロ
ベニア）AMADO G.ABAO、
ADRIANO U.BACLAY、
PETRONILO GUNHURAN、
RUBEN L.TINDA-AN、ERLAN-
DO Y.METANTE SR.、EUGENE
C.ORBITA、VICTOLITO
A.LUNA、EDGAR S.KAPAWEN
SR.、RUPERTO TORRES、
ANTONIO P.DILUVIO（全てフィ
リピン）菱木ひろみ（比呂空会）大
槻俊一（流山）
●六段／　Daniel Freneuil（フラン
ス）
●七段／中達也（総本部）

☆照明やテレビ等
⑩白熱電球を電球型蛍光灯やLED電球に交換
⑪照明を使う時間を可能なかぎり短くする
⑫テレビをつけっぱなしにせず、見る番組を
絞る
⑬テレビの明るさを調整
⑭電気機器は使い終わったらプラグを抜くか
電源タップを切り、待機電力を減らす

☆台所
⑮電気ポットや炊飯ジャーの保温をやめる
⑯冷蔵庫を壁から適切な距離を離し、周りや
上にものを置かない
⑰冷蔵庫を整理し、開ける時間を短くする
⑱冷蔵庫の温度設定を下げる

家庭ですぐ出来る　夏の節電18
今年も暑い夏がやって来そうです。東日本大震災に伴う電力不足に対応するため、私たちがで
きる節電はないでしょうか？　極度のがまんをせず、お金をかけず、継続的に取り組めるもの
を平山裕子・総本部指導員が教えてくれました。


